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206@　X　”t舗　　軸週期天輝への憧憬を融その門に入漁く案内された人は外にぽ矯ら
ない・私胴博士の御陰で皆既膨）コロナの偏燃を嚇初に撫報
り・又陰影縞の馴もそれから区付随磯験をもなすこと酬來た特認へ。
近づき易い案内者でもあられた・私はそ嚇｝勿として婁伽論文が喉悔
幅轍日脚と申しみは鰍來るべ嶽喰には囎そ・瑠
．合さへ出きるなら，コロナの偏光活動覧3眞を撮らうと期待致してみる．
由羅によって・ヲ槻・は嫡て瓶ヨ伽學でなくなり…糊
とまで水靴下げられた・・オ・は躰破働灘｝こ於て非常な嫌である
睨舗倫も瀞渡迷路臥つたが撮鵬び繊されるやうに軌ヤ
ツクヴィマ．即リントなどに覇こ舳率厭離アインシユタイ慨
どが叉覗旗なって糠・ブ・宇龍輪融けること雌に漱凝とで
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウ焔り擁と帖て献力》らう・こ構蹴いては・次の齢に筆を執職㌧
と想、ふ．（バリ造幣局で買’吋ニルヴエリ：Llのtゲイヨン？i・前にして）
故田中宗愛博士を憶ふ
囎博＝1川‘宗醐三燃二月1嚇忽然としてti’ヒ髄去られた軸・†　
し噛である・姓は嚇24年生れで妙の頃より麟櫻鴫奮に鞠
持たれ漉5鵡の第7高等鞭に繊中本鰯委員にして李朝鞠」概
蝋よ姻人的に漱序鰍へらit’・屡琳眠宅曜遠鏡で深甦・人で，ぐ
囎測せられた，顛傍に居られたの銘古屋の繊漁期辰陣門恥幼
姿であった．
大正鰍京帝榔辮轍露髄と料鰍に棚iとして糊礎，大正・年期
12m炉膿の三鷹こてヨ1ロツパicmu・スイス●ド桝・於いて・噺
機’灘●際’染靴墨を僻」婦ヒの間脳三岡配ミとして穐趨
られ・ヨ1ロツ略地の天蝶’天文儲を歴訪69L・フラマ・オ・野壷ミ
訪ねて行かれ難く天螺をも究めら身した湘獅九月㈱・㈱鋤晦
嚇椥こ就職せられて∬醐脚魁撒けられ・昭和9年・肺門ヒ專
二丁に擢られて鞭を執られ，拗でも艶ある先生・して亡く畑L
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騰難灘、
故田中宗愛博・士（1押，：1939）
た；事：を非常1こ惜しまれた．
　川中博士が御岳1｝朝し7）際スタインハイル製10糎運轄時計付赤道儀を持ち蹄ら
れ，是を南海活線助松のr抵Kに据付けられ，御ili！｝一の御槻測の他・毎夏遠州iN
に野醤する少年團や女卸町生徒にも槻弓せしめられ天文講話を試みられた．先
生は奉倉には古くより御入會せられ隈れて天文學の普及に盗力せられた・先生
が父の造志を檎がれて農科1こ進まれたが御白身は天文學を専攻したいのであっ
たと御蓮綴せられた事もあった．昨夏本會大阪支部が助松の先生宅で天艦齪測
講習會を開くや欣然として御指導して下さった寓も今は名残惜しい追憶であ
る．先生の足を通しての人生親，御徳風は遺－博に躍如たるものがある．（1，．　O　th）
